
１．ターゲット ２．ビジネスモ ３．売れる商 ４．適正な価 ５．資金調 ６．事業計画 ７．許認可 ８.創業後の
市場の見つけ デルの構築の 品・サービス 格の設定と効 達、資金相 書の作成 手続き フォロー
方 仕方 の作り方 率的な販売方 談

法について
全体連携 岩見沢商工会 市内金融機関、市内金融機関、 岩見沢市、 岩見沢商工会 岩見沢市、 岩見沢市、

議所、市内金 岩見沢商工会 岩見沢商工会 岩見沢商工 議所、いわみ 税理士会 岩見沢商工
融機関、宅建協 議所 議所 会議所、市内 ざわ商工会、 会議所
会 金融機関 市内金融機関、

税理士会

市区町村 岩見沢市

認定連携創業
支援事業者 岩見沢商工会議所

＜全体像＞

・ワンストップ相談窓口の設置
・創業塾の実施（共催）
・市融資制度
・中心市街地活性化対策事業
・新産業創出促進事業

岩見沢市

・ワンストップ相談窓口の設置
・創業塾の実施

岩見沢商工会議所

創業希望者、創業者

概 要

岩見沢市は、鉄道を中心とした交通の要衝、物流拠点の地として発展し、中心市街地には北海道空知総合振興
局をはじめとする行政機関や金融機関など様々都市機能が集積し、市内には北海道教育大学岩見沢校も立地す
るなど、空知地域の中心都市として機能しています。しかしながら、人口、事業所数、従業員数は減少して、地域経
済の縮小が進んでおり、地域の活性化、雇用の確保を進めていくために、創業を支援していく必要があります。
当市においては、本計画により、体制を整備し、相談窓口や創業塾の拡充をはじめ、市融資制度では創業者を対

象としたまちづくり特別資金、中心市街地活性化対策事業では中心市街地の空き店舗・空き地を活用した事業を推
進し、新産業創出促進事業では成長性の高い事業への支援を行うこととしています。これら支援制度を各ステージ
に応じた多層的な創業支援で提供することにより、平成２８年度～令和６年度にかけて年間２６件の創業の実現を
目指し、商工業者の充実を図ります。

年間目標数 創業支援対象者数：１６０件 創業者数：２６件 （※いずれの目標数も重複分を含む）

○関係機関○
空知信用金庫、北
海道銀行、北洋銀
行、北門信用金庫、
空知商工信用組合、
北海道税理士会岩
見沢支部、岩見沢
地方宅建協会 等

連携・情報共有

・個別相談窓口の設置
・創業塾の実施（共催）

いわみざわ商工会

特徴

岩見沢市では、ビジネスモデルの構築、資金調達など創業に必要となる要素に応じ
て、関係機関の強みを生かした適切な創業支援の提供を行います。

創業支援等事業計画の認定申請書について（概要）
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